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むら した内科ク

茨城県つくば市みどりの東12-7

TEL 029 (801) 1658 

診療科： 一般内科、 消化器内科

休診日：木・日曜・祝日
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者
の
手
元
を
観
察
し 、

同
じ
工
具
を
集

ル
ギ
ー

消
費
量
が
増
大
す
る
の
を
懸
念

タ
を
使
用
す
る
省
エ

ネ
計
画
を
実
行 。

現
場
で
五
感、

う
仕
事」

決
し
て
い
っ
た 。

増
築
の
影
響
で
エ
ネ

め 、

持
ち
前
の
探
求
心
で
不
具
合
を
解
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回
喝誨：

※土曜日午後は14:00 ~ 16:00、 木・日・祝休 村下徹也院長

対話大事に、

リ 直-

ゞ .. ツク 施設課長

あきよし

原昭好

の
本
質
だ
と
思
う 。

研
ぎ
澄
ま
し

し 、

ボ
イ
ラ
閾
効
率
運
転
と
イ
ン
バ
ー

に
防
ぐ
ー 。

そ
れ
が
「
施
設
を
守
る
と
い

進
に
伝
え
た
い

。

現
場
で
感
じ
る
異
音 、

簡
易
な
修
理
作
業
は
内
製
化 。

専
門
業

駐
車
場
を
利
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の

を
踊
ら
せ
た 。

電
気
主
任
技
術
者
の
資

ジ
オ
を
組
み 、

流
れ
て
き
た
音
楽
に
胸

幼
い
頃 、

自
作
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ

特
別
賞
を
受
賞
し
た 。

空
調
等
を
管
理
す
る
部
門
長
と
し
て
施

設
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
う 。

医
療
に
不
可
欠
な
電
気
や
水 、

ガ
ス 、

き
合
う
一

日
が 、
き
ょ
う
も
始
ま
る 。

出
す 。
た
だ
ひ
た
む
き
に
患
者
さ
ん
と
向

が
す
っ
と
伸
び
る
と
と
も
に 、
初
心
を
思
い

患
者
家
族
と
の
哀
傷
を
思
い
出
す 。
背
筋

術
を
ど
ん
欲
に
学
ん
だ 。
今
も
時
折 、
あ
の

た
か
と
自
問
自
答
し
な
が
ら 、

新
し
い
技

し
た
が
他
の
治
療
法
を
模
索
で
き
な
か
っ

者
さ
ん
を
救
え
な
か
っ
た 。
最
善
は
尽
く

日 、

胃
潰
瘍
を
繰
り
返
し
患
っ
て
い
た
患

い
た
」

。

医
師
に
な
っ
て
6
年
目
の
あ
る

真摯に
だ 。
「
今
思
え
ば 、

自
分
の
腕
を
慢
心
し
て

姿
か
ら
診
療
科
は
消
化
器
内
科
を
選
ん

年
を
削
減
す
る
な
ど
目
標
を
達
成 。

2
0

1
1

年
の
「
省
エ
ネ
大
賞」

審
杏
委
員
会

め
ど 、

日
々
の
計
測
業
務
の
大
切
さ
も
後

「
自
分
を
頼
っ
て
来
て
く
れ
る
患
者
さ

付
の
電
話
も
自
ら
取
る

。

大
腸
検
査
の

後 、
家
族
の
送
迎
を
待
つ
患
者
さ
ん
が
外

な
っ
た
8
歳
年
上
の
兄
の
影
響
で
同
じ
道

を
志
し 、
腸
閉
塞
で
長
年
苦
し
む
父
親
の

ほ
ど
の
サ
ッ
カ
ー

少
年
だ
っ
た 。
医
師
に

向き合い
子
ど
も
の
頃 、
全
国
大
会
に
出
場
す
る

て
く
だ
さ
い
ね」
と
声
掛
け
す
る 。

で
待
っ
て
い
れ
ば
「
中
で
涼
ん
で
休
ん
で
い

か
ら
診
察
室
で
の
垣
根
は
低
く 、
時
に
受

ん
に
真
摯
に
向
き
合
い
た
い」
と
い
う
思
い

臭
い 、

検
針
な
ど
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

設
置
も
視
野
に
入
れ
る 。

技
術
革
新
は
進

格
を
取
得
し 、

入
職
後
外
注
し
て
い
た

明
化
は
半
数
を
超
え 、

将
来
構
想
と
し
て

い
イ
ン
フ
ラ
整
備」 。

院
内
の
L
E
D
照

目
下
進
め
て
い
る
の
は
「
環
境
に
優
し

そ
の
結
果
10
年
で
換
算
原
油
量
45
万
認
／
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砂の女

新潮社

宏鱒螂

安部公房 異邦人

. 
A ・ カミュ

砂丘へ昆虫採集に出かけた男

が、砂穴の底に埋もれてい く

一軒家に閉じ込められる。—考

えつく限りの方法で脱出を試

みる が・・・。家を守るために、

男を穴の中にひきとめておこ

うとする女。 そして、 穴の上

から男の逃亡を妨害し、 二人

の生活を眺める村の人々。 ド

キュメンタルな手法、 サスペ

ンスあふれる展開のうちに、

人間存在の極限の姿を追求し

た長編。 二十数ヶ国語に翻訳

されている読売文学賞受賞作。 新潮社

私ははじめて、 世界の優しい

無関心に心をひらいた一。 太

陽の眩しさ を理由にアラビア

人を殺し、 死刑判決を受けた

のちも幸福であると確信する

主人公ム）レソ ー。 母の死の翌

日海水浴に行き 、 女と関係を

＿結び、 映画をみて笑いころげ、

友人の女 出入りに関係しーで人

を殺害し、 動機について「太

陽のせい」と答える。 通常の

論理的な一 貫性が失われてい

る 男ムルソ ー を主人公に、 理

性や人間性の不合理を追求し

たガミュの代表作。
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